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	「チームわくわく」から広がる 新たな共創の輪 『子チーム』『孫チーム』の結成へ
	　本ワークショップは，広島・青森・大分・鳥取・沖縄などの指導主事が結成した「チームわくわく」とともに，研修プログラム開発を協働・共創するプロセスを通して，中央の「チームわくわく」から新たなコミュニティが「細胞分裂」のように広がっていくことを目指しました。各チームのフィールドトライアルの報告と省察の様子は右をご参照ください。 　参加者から寄せられた声（下図参照）から，本ワークショップの意義を，3つの視点で実感しています。  ● 孤独になりがちな研修づくりを支える，心理的安全性の高いコミュニティ。「自分だけではないと励まされた」「安心して悩みを共有できた」といった声からわかるように，互いに認め，支え合う“心の拠り所”となりました。  ● 地域や立場を越えた共創による知恵の融合。自治体や職種の異なるメンバー同士の対話を通して，多様な視点が交わり，一人では生み出せないアイデアや質の高いプログラムが創出されました。  ● 「伝達型研修」「自己省察型研修」から，問いを軸とする研修デザインへの研修デザイン観の転換。「問い」とそれに対する受講者の思考を見据え，腹落ちや変容に至るプロセスを構想することの重要性が共有され，教師自身が学びたくなる環境を共に創る視点が再認識されました。 　このように，「共創」を体感しながら，参加者一人ひとりのあり方や学校文化の更新を促す取り組みとなりました。 　また，継続参加を希望される声も多く寄せられています。新たなメンバーを迎え，これまでの5つのチームに加えて新しいテーマのチームを編成し，リーダー育成プログラムとしてさらに発展させていきたいと考えています。
	各チームの様子
	◆Aチーム（教科の授業づくり） 　北海道の先生より，教科授業に「ミニ探究」を導入した実践を報告。生徒の自己肯定感や協働的な学習姿勢が高まるなどの変化が見られ，教員の意識にも変容が生まれたことが共有されました。 ◆Bチーム（総合的な探究の時間） 　富山の先生より，校内でルーブリック作成に向けた対話の場づくりを進めた事例を紹介。本音で語り合える関係性を築くには時間が必要であることを実感しつつも，少人数の対話を積み重ねることで議論が前進し始めたことが報告されました。 ◆Cチーム（教師コンピテンシー） 　東京の先生より，生徒の強みや良さに焦点を当てた校内研修の実践を共有。研修企画を通して教員同士の対話が活性化し，推進チームに前向きな変化が見られました。 ◆Dチーム（教師エージェンシー） 　東京の先生より，自主的に校内勉強会を立ち上げた取り組みを紹介。活動を継続する中で仲間を増やし，最終的には来年度の公式委員会として学校に認められるなど，組織的な広がりが生まれたことが共有されました。 ◆Eチーム（外部機関との連携共創） 　企業と教員が協働して授業を開発した事例を報告。異なる立場のメンバーの協働により新たな発想が生まれ，共創による学びの可能性が確認される一方，持続可能な連携モデルの構築が今後の課題として挙げられました。
	新メンバーを募集します！



